


“Circles” by Carl Sandburg

白人が砂の上に小さな円を描いて、「これがインディアンの知っ
ている範囲」という。次にそのまわりに大きな円を描いて、「こ
れが白人の知っている範囲」という。

するとインディアンは両方の円よりもさらにずっと大きな円をそ
の外に描いて、「ここは白人も赤い人も何も知らない範囲」とや
り返したという。



荘子：魚が悠々と泳いでいる。あれが魚の楽しみだ。
恵子：君は魚でもないのに、どうしてわかる？
荘子：君は僕じゃないのに、僕が魚の楽しみをわかるかどうか、わから

ないだろう。
恵子：僕は君じゃないから君の心はわからない。でも君だって魚じゃな

いんだから、魚の楽しみはわからないだろう。

荘子：話の原点に戻ろうよ。君が僕に「君にどうして魚の楽しみがわかる
のか」ときいた時に、すでに君は、僕に魚の楽しみがわかっている
と思って、僕に問いかけてきたんだよ。僕は橋から眺めて魚の楽し
みを察したんだよ。

ちくま哲学の森『驚くこころ』より

「おおざっぱに言って、科学者のものの考え方は、（実証をめぐる）両極端の間のど
こかにある。全員がどちらかに固執していたら、今日の科学はありえなかった。」





ひ と



森有正『遥かなるノートルダム』より
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